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   In 38 patients with superficial bladder, local immunotherapy with streptococcal preperation 
OK-432 has been performed. We investigated whether OK-432 was an effective biological 
response modifier (BRM) against bladder tumors or not, and the relationship between the com-
mon antigens which OK-432 shared with the tumors, and antitumor effects of OK-432. In six 
out of 28 patients treated by intravesical instillation, and three out of 10 cases treated by in-
tratumor injection, tumors were eliminated endoscopically. In the other patients, the tumors 
did not change. The PAP study using an and-OK-432 antibody, showed a positive reaction in 
66.7% of the instillation cases and in 40.0% in the injection cases. In 66.7% of the patients with 
the common antigens treated by the instillation and in 75.0 % of patients with the antigens 
treated by the injection, tumors were eliminated. However, the PAP study showed a positive 
reaction in 9.1% of the no-change cases treated by the instillation and in 14.3% out of the no-
change cases treated by the injection. We concluded that OK-432 was . favorable BRM for 
topical immunotherapy against bladder tumor and the presence of the common antigens between 
OK-432 and tumor may enhance the immune response of patients and promote tumor regression. 
                                                 ( Acta Urol. Jpn. 35: 253-257,1989)




carcinomainsitu)を主 に 腫 瘍 自体 に 対 す る直 接 的
抗腫 瘍 効果 を 目的 に 広 く試 み られ て お り,thiotepa,
ア ド リア マ イ シ ン(ADM).マ イ トマ イ シ ン(MMC)

























対 象 と 方 法
対 象 は,経 尿 道 的膀 胱 腫 瘍 切 除術(TUR-Bt)施 行
を 予 定 した男 性30例,女 性8例 のstageTaお よび
T1の 表 在 性膀 胱 癌38例で あ り,平 均 年 齢 は62.7歳
(40～39歳)であ った.そ の28例にOK-4325KE(乾
燥 菌 体 と し て0.5mg)/20ml生食 を5日 間 連 続 膀
胱 内 注 入,ま た 他 の10例に この10KE/2ml生 食 の
経 尿 道 的腫 瘍 内局 注 を1回 施 行 した(Tabie1).腫瘍
内 局 注 は 腫 瘍 の基 部 の数 箇所 に 膀 胱 鏡 の 観察 下 に26
G内 視 鏡 用 局 注 針(オ リ ンパ ス)に よ り施 行 した.
さ らに 治療 終 了10日後,内 視 鏡 検査 に よ りそ の治 療 効
果 を判 定 し,ま た 同時 に 残存 腫 瘍 のTUR。Btを 施 行
した.な お抗 腫 瘍 効 果 は 腫 瘍 が 消失 した 場 合 を 有 効
(complcteresponseCR).他の 場 合 を不 変 お よび
進 行 と した.ま た これ ら治 療 前 のcoldpunch生 検
に よ り得 た パ ラ フ ィソ 包 埋切 片 に 対 して,OK-432
の 原料 で あ るgroupAstrePtococcu5Su株を抗 原 と
し,ウ サ ギを 免 疫 し作 製 した 抗OK-432抗 体(抗Su
抗体)を 一 次 抗体 と したperoxidase-antiperoxidase
(PAP)法に よ りOK-432と 膀 胱 腫 瘍 との間 に 存 在
す る抗 原 交 差 反 応 性 す な わ ち共 通 抗 原 に 関 し検 索 し
た2)、
なお 膀 胱 腫瘍 のstagcおよびgradeは 「膀 胱 癌取
り扱 い 規 約」 に従 った3).
PAP法4):脱 パ ラ フ ィン後 の3μmの 切 片 を ,0.3
%methanolicH202および正 常 ウ サ ギ 血 清 で 処 理
す る こ とに よ り内因 性peroxidaseを破 壊 し,か つ 組
織 内IgGのFcreceptorに よ る非 特 異 反 応 を 防 止
した.10倍 希 釈 ウサ ギ 抗OK-432抗 体 と24時間,二
次抗 体 であ る20倍希 釈 ブタ抗 ウサ ギ免 疫 グ ロブ リ ン血
清(DAKO)で30分,最 後 に100倍希 釈peroxidase
rabbitanti-peroxidasecomplex血清(DAKO)
と30分間,そ れ ぞれ 湿 潤容 器 内で 反 応 させ た,な お 各
抗体 処 理 の後 はTris緩 衝 生食 で よ く洗 浄 し,未 結
合 の余 分 な 抗体 を取 り除 い た.最 後 にAEC(3-ami-
no-9-ethylcarbazol)液で 発 色 後,ヘ マ トキ シ レン
で 核 染 色 し グ リセ ロー ル ゲ ラチ ンに よ り包 埋 した.標
本 の10%以上 が 染 色 され た場 合 を 陽性,他 の場 合 を陰
性 と判 定 した(Fig.1).この 染 色 はtriplicateで行
い,各 々 のPAP施 行 時 に,陽 性 対 照 と してmetha・
nol固定 したOK-432菌 体 を,ま た 陰 性 対 照 と して







すべて不変で,進 行した症例はなか った.ま たOK-
432投与38例全例で,膀 胱粘膜の発赤および脱落は認
められず,腫瘍部の境界が明確であった.こ の膀注の
有効例中5例 はTa,他 の1例はTlで あ り,また局















































































































































無効例の9.1%でOK・432抗原陽性 であ り,一 方
OK-432局注例においては,有効例の66.7%,無効
例の14.3%においてこの抗原陽性であった.よ って
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